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   成蹊大学大学院外国留学規則 

 
                                制  定 2007年３月７日 

                                     大 学 評 議 会 

最新改正 2021年３月 10日 

 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、成蹊大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第25条第３項の規定に基づ

き、成蹊大学（以下「本学」という。）の大学院の学生の外国留学に関し必要な事項を定める。 

 （外国留学の定義） 

第２条 この規則において「外国留学」（以下「留学」という。）とは、本学の許可を得て次条に規定

する外国の大学の大学院（以下「外国の大学院」という。）又は研究所等における授業又は研究指導

を、本邦外において受けることをいう。 

２ この規則において「協定留学」とは、本学と協定を締結した外国の大学院への留学（大学間の協定

において、大学院への入学を認める場合を含む。）をいう。 

３ この規則において「認定留学」とは、前項以外の留学をいう。 

 （外国の大学院の定義） 

第３条 この規則において「外国の大学院」とは、修士以上の学位の授与権を有する外国の大学院又は

これに相当する高等教育機関をいう。 

 （学修の水準） 

第４条 留学先における学修は、所属する課程に相当する水準のものであるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学修を進める上で必要な場合には、学部相当水準の科目を履修すること

ができる。ただし、第14条に規定する修得単位の認定の対象とはならない。 

 （出願資格） 

第５条 留学を希望する学生は、協定留学にあっては１年以上、認定留学にあっては６カ月以上本学大

学院の所属する課程に在学していなければならない。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士後期課程在籍者は、協定留学に出願することができない。 

 （出願手続） 

第６条 留学を希望する学生は、協定留学にあっては指定された期日までに、認定留学にあっては原則

として出国の２カ月前までに、所定の書類を所属研究科の長に提出しなければならない。 

 （留学の許可） 

第７条 留学の許可は、研究科教授会の承認を経て、学長が行う。 

 （留学期間） 

第８条 留学期間の在学期間への算入については、大学院学則第25条第２項第２号の定めるところによ

る。 

 （協定留学の制限） 

第９条 大学院在学中の留学期間が１年の協定留学への派遣については、１人あたり１回に制限する。 

 （留学期間の延長） 

第１０条 留学期間の延長を希望する学生は、原則として留学期間終了の２カ月前までに、留学期間延

長願を所属研究科の長に提出しなければならない。 

２ 留学期間延長の許可は、研究科教授会の承認を経て、学長が行う。 

 （留学期間の短縮） 

第１１条 やむを得ない事情により留学期間を短縮して終了する場合は、留学短縮届を所属研究科の長

に提出しなければならない。 

２ 留学期間短縮の許可は、研究科教授会の承認を経て、学長が行う。 

 （学修計画等の変更） 

第１２条 認定留学者が認定留学期間中に、留学先における学修計画の変更、留学先の変更、別の大学

院からの受入許可に伴う留学先の追加等、学修計画等を変更しようとするときは、速やかに次の各号
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に掲げる書類を所属研究科の長に提出し、その承認を受けなければならない。 

（１）当該大学院からの受入許可書 

（２）学修計画等の変更後の学修計画書 

（３）その他所属研究科の長が必要と認める書類 

２ 前項の学修計画等の変更に伴い、留学期間を延長する必要がある場合は、第10条に掲げる留学延長

の手続を行わなければならない。 

 （留学終了手続） 

第１３条 留学を終了した学生は、帰国の日から１カ月以内に、次の書類を所属研究科の長に提出しな

ければならない。ただし、修得単位の認定を希望しない場合には、第２号から第４号までの書類の提

出を要しない。 

（１）留学終了届（帰国したときは、パスポートの写しを添付すること。） 

（２）単位認定願 

（３）外国の大学院が発行した履修科目の成績証明書又はこれに準ずるもの 

（４）外国の大学院が発行した履修科目の時間数又は単位数を証明する書類 

（５）その他研究科長が必要と認める書類 

 （修得単位の認定） 

第１４条 研究科教授会は、学生が留学期間中に修得した授業科目の単位のうち適当と認めたものにつ

いて、大学院学則第12条の定めるところにより、本学大学院の修了に必要な単位として認定すること

ができる。 

 （継続履修手続等の取扱い） 

第１５条 留学前に履修中の授業科目については、留学終了後、各研究科の定めるところにより、帰国

年度の継続履修を許可することができる。 

２ 前項に定める継続履修を希望する学生は、授業科目の継続履修願を、留学が許可された後、出国前

に所属研究科の長に提出しておかなければならない。 

３ 後期開講科目の新規履修その他履修に関し必要な事項は、各研究科の定めるところによる。 

 （留学許可の取消し） 

第１６条 学長は、留学中の学生が次の各号のいずれかに該当する場合には、研究科教授会の承認を経

て、留学の許可を取り消す。 

（１）修学の成果があがらないと認められるとき。 

（２）学生としての本分に反したとき。 

 （留学中の納付金） 

第１７条 留学中の学生の納付金については、成蹊大学納付金に関する規則の定めるところによる。 

 （奨学金） 

第１８条 留学を許可された学生に対しては、奨学金を給付することができる。 

２ 前項の奨学金に関する規則は、別に定める。 

 （規則の改廃） 

第１９条 この規則の改廃は、大学評議会の議を経て、学長が決定する。 

   附 則（略） 


